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 生体内のような溶液中では、溶媒分子の衝突などに起因する熱揺らぎのエ

ネルギーによって、タンパク質は絶えずその３次元構造が揺らいでいる。熱揺

らぎは一見、タンパク質の構造を不安定にするため機能発現に対するノイズ

のように考えられるが、生体内における構造変化には、熱揺らぎが効果的に

利用されているという説も存在する。したがって、生体分子の機能を理解する

ためには、その静的構造だけではなく動的構造についても考察を進める必要

がある。そこで本研究において、Ｘ線溶液散乱法による散乱強度分布の温度

変化からの構造の揺らぎの抽出、解析を試みた。 

 実験ではCa2+の結合によって構造変化を生じるカルモジュリン（マウスCaM1

遺伝子由来）のカルシウム非結合状態をモデルタンパク質として、5℃、10℃、

20℃、30℃の温度でＸ線散乱強度の測定を行った。散乱強度を比較した結果、

特定の領域において散乱強度に差が存在し、その差は温度上昇にしたがって

大きくなることが確認された。 
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図１ 5℃を基準としたCaMの溶液散乱強度差




